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 本日のテーマ / 第 3 回 : アパレル製品の品質事故 要因 1 ～ 「繊維」・「糸」        2020.9.15 

1. 品質事故の種類 

1.1 品質事故と品質苦情 

「品質苦情」は、商品の不良や欠陥などの「品質事故」に対して、消費者や流通業者がアパレルメーカーに対

してもつ不満のことです。最初に商品不良や欠陥による事故があって、これに対する消費者や流通の不満が「品

質苦情」として顕在化します。 

 さて、品質管理担当者は、品質事故の原因を特定し、結果を適切にフィードバックすることが仕事ですから、

消費者段階だけではなく、流通や製造時に発生する品質事故にも注目しなければなりません。かつてドラマの『踊

る大捜査線』で織田裕二扮する青島刑事が「事件は会議室ではなく現場で起こる。」と言いましたが、まさしくア

パレル製品の品質事故は、生産工程を含めた多くの現場で発生しているのです。 

 

 

 

 

1.2 消費者段階の事故について 

 また、アパレルメーカーでは、消費者苦情の集計分析をおこなっていますが、消費者からの「修理・返品」も

しっかり分析できているでしょうか。修理依頼の中には、もちろん消費者の誤使用や商品寿命もあるのですが、

時として商品の不良や欠陥に起因する修理があります。特に、同一品番で同様の修理依頼が集中発生すれば、そ

れは要注意ということになります。同様に返品も、返品理由が同様なものは要注意です。修理・返品状況の集計

とチェックを会社のルールとしてぜひ実施していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 品質事故の現象別分類 

アパレル製品には多様な服種や素材があり、着用用途やシーン

もさまざまであるため、いろいろ品質事故が発生します。「繊維製

品の品質問題究明ガイドⅡ」(日本衣料管理協会発行)によると、品

質苦情事例は大きく 7 つに分類されるとしています。表 1 に少し

アレンジして紹介します。 

 

ア パ レ ル 

～繊維製品の品質事故はなぜなくならないのか～ 

  

散 歩 道   

◎品質事故＝製造段階＋流通段階＋消費者段階(苦情)  

) 

◎消費者段階の品質事故＝苦情＋修理＋返品 

◎同一品番で同一現象の複数事故発生は要注意です 
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1.4  品質事故の要因別分類 

現象別分類は上の表 1の通りです。さて、次に品質事故要因を考えてみたいと思います。下表 2のように「①

繊維」から「⑨消費・取扱い」の要因別に分けることができます。つまり「ものつくり」から「消費者の取扱い」

までの至るところに事故原因は潜んでいるのです。われわれは、事故品を短時間に観察調査し、原因を正確に絞

り込まなければなりません。 

表 2. 品質事故のライフスタイル要因別分類 

 

 

 

ひとつ例を挙げましょう。図 1 のような「毛玉(ピリング)が発生したジャー

ジ」が品質管理担当のあなたの机に置かれていたら、どうでしょう。ピリング現

象は、表 1の「外観変化」に該当します。しかし、ピリング発生の原因は、ひと

つだけでなく複数の要因が重なっていることが知られています。 

この毛玉(ピリング)の場合でも、次の 4つの原因の可能性が考えられます。 

 現象別の分類 事 故 内 容 の 例 

1 損傷(破れ、破損など) 生地の損傷 (破れ、穴あき、パイル脱落 など) 

縫い目の損傷 (リンキング不良、縫い糸切れ、滑脱、地糸切れ など) 

副資材の損傷 (接着芯地のはく離、裏地破れ 縫い糸切れ など) 

2 外観変化、形態変化 外観変化(着用しわ、ピリング、シームパッカリング、中わた吹き出し など)  

形態変化(洗濯収縮、伸び切り、型くずれ など)  

3 風合い変化、光沢変化 風合い変化(硬化 など) 

光沢変化(てかり、あたり、毛みだれ など) 

4 色の変化 変退色(色あせ) 汚染 色なき 白化 黄変 など 

5 機能性変化(機能加工) 形態安定加工シャツのしわ、はっ水低下、着用による蒸れ など 

6 安全・衛生 皮膚刺激・障害 表面フラッシュ(毛羽燃焼) 異臭 静電気(まつわりつき) など 

7 表示不適正 品質表示 原産国表示 サイズ表示 注意表示 機能性表示 

 要因別分類           事 故 要 因 の  例 

①  繊維 形態(側面・断面) 物理的特性 化学的特性など 

②  糸 意匠撚糸 加工糸 フィラメント糸 紡績糸 など 

③  生地(織編) 織物 ニット レース 組織 密度 など 

④  染色 捺染 浸染 染色条件 染料・顔料 など 

⑤  仕上げ加工 化学加工 物理加工 機能加工 風合い加工 衛生加工 など 

⑥  縫製 副資材 ミシン掛け 縫製仕様 商品企画 スポンジング※など 

⑦  表示 品質表示 原産国 サイズ 機能性 注意文 など 

⑧  店頭・陳列 車排気ガス、紫外線(蛍光灯・日光)、 

⑨  消費・取扱い 着用 家庭洗濯 アイロン・タンブル乾燥 商業クリーニング  

保管 など 

図 1 毛玉(ピリング)の発生 

※ 毛織物にスチームを与えて収縮させる工程 

表 1. 品質事故の現象別分類 
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a.糸は紡績糸で甘撚りであったために、通常の使用でも毛羽立ちしやすかった。(糸要因) 

b.洗濯で柔軟剤が多用され、タンブル乾燥も加わり、毛羽立ちやすくなっていた。(洗濯要因) 

c.着用頻度や時間が大きく、またサイズもピチピチであったため、繰り返しの摩擦作用があった。(着用要因) 

d.これら上記の複合要因 

 

さて、原因を絞らないと次の対策がとれません。しっかりした繊維知識、商品知識、豊富な経験と情報収集能力

があれば、おのずから真実は見えてくるものと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 代表的な事故要因 

では、ここからは、表 2 に掲げた事故要因のうち、主なものを順に紹介します。皆さんも是非ポケットを増

やしていただきたいと思います。 

 

2.1 繊維 

繊維には、表 3のように、天然繊維、再生繊維、半合成繊維、合成繊維があります。中でも、天然繊維の綿や

毛、合成繊維のポリエステルが、世界で最も広く使用されています。このため、「繊維」が要因になる事故原因

は、この「綿」や「毛」や「ポリエステル」の繊維特性が大きく関係してきます。 

 

表 3. 繊維の分類と繊維名 

分類 繊維の例 

天然繊維 綿 毛 麻 絹 

再生繊維 レーヨン キュプラ リヨセル 

半合成繊維 アセテート 

合成繊維 ポリエステル ナイロン アクリル ポリウレタン 

 

 

代表的な繊維である「ポリエステル」、「毛」、「綿」の特性を以下の表 4にまとめました。また、変退色や汚染

などの「色」関連の事故では、「綿」の反応性染料、「毛(ウール)」の酸性染料、ポリエステルの分散染料、この

3種の主な染料特性が、品質事故に大きく関係することになります。 

今後のコラムで染料特性は説明させていただきます。 

 

 

 

 

◎品質事故は、原因が複合することも多い。例)素材特性+消費者取扱い 

◎調査にあたり、問い合わせ先のポケットを多く持って欲しい 
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次に、合成繊維や天然繊維の性能を簡単に比較します。表 5の「各種繊維の性能比較」を見ても、すべての性

能を満たしている繊維はないのがわかります。したがって、それぞれの弱点を補うため、混紡、混繊、混織、交

編の技術が発達し、今日に至っています。 

 

繊 維 特  性 

ポリエステル ・吸水性や吸湿性が小さい(公定水分率 0.4％) 静電気発生しやすい 

・引張り強さに優れるが、その紡績糸(スパン糸)ではピリングが生じやすい 

・疎水性であるため、家庭洗濯などで縮みにくい 

・フィラメントは伸縮加工糸としても使用され、スナッグが発生しやすい 

・短繊維のステープルは、綿との混紡糸としても使用される 

・耐薬品性に優れる   

・合成繊維のため、熱セット性が大きい(プリーツ加工など)   

・アルカリ減量加工できるが、強度低下のリスクがある 

・主に分散染料で染めるため、分散染料の特性に影響される 

特に、染料の昇華性、マイグレーションなどに配慮必要である 

羊毛・ウール 

 

 

 

・羊毛は、天然繊維の中では最も高い吸湿性を示す。(公定水分率 15％) 

・主成分はたんぱく質のため、虫害に弱い 

・繊維側面はうろこ状の表皮(スケール)で、内部はコルテックスで構成され

る。表皮は撥水性、皮質内部のコルテックスは親水性である。 

・捲縮はクリンプと呼ばれ、ボリューム感があり、空気をより含むため保温

性が高い。また、しわになりにくい性質がある 

・湿潤揉みによるフェルト化で風合いが硬化したり、湿度変化によるハイグ

ラルエキスパンションによる寸法変化がある 

・過度な摩擦によって、スケール脱落による光沢変化がある(てかり) 

・たんぱく質のため、酸には強く、アルカリには弱い⇒洗濯は中性洗剤 

・主に酸性染料で染色される 

    綿(コットン) ・吸水性や吸湿性に優れる(公定水分率 8.％) 汗をよく吸う 

・繊維軸方向によじれ、断面は中空で、ちょうど「潰したストロー」状である 

・断面が中空のため、保温性がある 

・吸汗性は良好だが、乾きにくい 

・主成分はセルロース(繊維素)、濡れると強度が上昇し、衣料用に適する。 

・吸水すると繊維が膨潤して、長さ方向に収縮する。洗濯収縮が大きい 

・熱には強いが、熱セット性は低く、着用や洗濯でしわになりやすい 

・アルカリに強く、酸には弱い  耐洗濯性が良好である 

・主に反応性染料で染めるため、染色性は反応染料の特性に影響される 

 

表 4. ポリエステル・羊毛・綿の性能比較 

断面 

側面 

断面 

側面 

側面 
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2.2 糸 

(1) フィラメント糸と紡績糸 

糸は、アパレル製品の品質を大きく決定する最も基本的な構成物です。例えば、図 2の左のような平滑なフィ

ラメント糸を使用したウィンドブレーカーは、やはり平滑なつるっとした生地外観であり、図 2の右のような毛

羽のある紡績糸(スパン糸)を使用したスウェットパンツは肌触りの良い毛羽のある外観になります。紡績糸は毛

羽があるがゆえに毛玉の発生は避けられません。フィラメント糸は、毛羽はなく毛玉は基本的に発生しませんが、

強くコンクリートなどで擦られると、フィラメント切れして毛羽立ち、これが毛玉になるケースもあります。フ

ィラメント糸は、編物で使用されると、スナッグなどの発生のリスクになります。 

分類 繊維名 吸湿 

吸水 

強度 発色 耐熱 収縮 肌当たり 

 

天然繊維 

綿 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ 

麻 ◎ 〇 〇 ◎ △ 〇 

毛 ◎ △ ◎ ◎ △ 〇 

絹 ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ 

再生繊維 レーヨン ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ 

キュプラ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ 

半合成繊維 アセテート 〇 〇 〇 △ 〇 〇 

 

合成繊維 

ナイロン △ ◎ 〇 × 〇 △ 

ポリエステル × ◎ 〇 △ ◎ △ 

アクリル △ ◎ ◎ × 〇 △ 

ポリウレタン × × × × 〇 ◎伸縮 

表 5. 各種繊維の性能比較 

◎万能な性能をもつ繊維はない。(表 5 より) 

◎天然繊維と合成繊維は、混紡などでお互いの弱点を補完している 

例:天然繊維の吸湿性と合成繊維の収縮性など 

◎ポリウレタン繊維は伸縮性に富むが強度や発色性に劣る。経時劣化もあり 

このため、他の繊維をカバリングして用いる。⇒カバリング糸 

◎合成繊維は、原料は石油で熱溶融紡糸される。このため、合成繊維は熱 

セット性を有している。⇒防しわ性、プリーツ性、寸法安定性に優れる 
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図 2 フィラメント糸(左)と紡績糸(右)           

図 3 スナッグ写真 

 

(2)加工糸 

加工糸は、合繊フィラメント糸に仮撚り法で捲縮をつけた糸です。 

もともと、合繊フィラメント糸は真っすぐでストレッチ性はなかったので

すが、加工糸は、図 4のようにパーマネントをかけたような捲
けん

縮
しゅく

があり、

糸自体にストレッチ性を有するようになりました。別名をウーリー糸とも

いうのは、毛糸のような捲縮とかさ高性があるためです。加工糸の登場は、

その後のアパレル製品の性能、シルエットを大変革したといっても過言

ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のコラムでは、品質事故要因の中で、「繊維」と「糸」について説明しました。今後も、「生地(織編)」「染色・

仕上げ」「縫製」「表示」「消費者・取扱い」などの品質事故要因を勉強しましょう。次回は、「生地(織編)」「染色・

仕上げ」を取り挙げます。 

 

◎糸の性質が製品の性質をほぼ決定する 

◎紡績糸使いはピリング、フィラメント糸使いはスナッグを要注意 

◎合繊加工糸の登場は、衣料のシルエット革命といってもよい 

 

 

・糸自体の性質が、製品の性質に大きく影響します。 

～世界の三大合繊は、天然繊維の模倣から誕生～ 

ポリエステルは、「綿」を目標に、第二次世界大戦後に商品化されました。 

ポリエステルは英国 ICI 社で発明され、我が国では、帝人と東レが共同開発したポリエステ

ル糸は、帝人の「テ」と東レの「ト」をとり、「テトロン」と名づけられました。 

ナイロンは戦前に「絹」を目標に米国デュポン社で開発され、当時はパラシュートの軍事用

とされていました。戦後はナイロンストッキングから民生化されました。ちなみに「ナイロン」

はデュポン社の商標で、海外ではポリアミド繊維と呼ばれています。また、アクリル繊維

は、「羊毛」を目標に開発されました。 

ティータイム 

図 4 フィラメント糸(上:なま糸) 

と加工糸(下:ウーリー糸) 
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3. 次回コラムのご案内 
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Profile：清嶋 展弘 (きよしま のぶひろ) 

43 年間株式会社デサントに勤務し、各種スポーツウェアの企画開発、機能性評価、品質基準

作成、品質管理などを担当。退職後は、技術士(繊維)事務所を開業。 

趣味は 27 年間続けているマラソンで、これまで 296 回の大会に参加。 
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日本衣料管理協会常任委員 TES 会西日本支部代表幹事 

コラム : アパレル散歩道④ 

～繊維製品の品質苦情はなぜなくならないのか～ 

テーマ : 品質事故の要因 2 ～ 「生地(織編)」・「染色・仕上げ」 
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